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直結するものであります。 

そこで、東京湾の再生に意欲を持つ多様な人々が集い、海水浴に係る現状や課題を理

解・共有し共に解決策を模索することや、これらの模索や経験交流を通じて、東京湾で

の海水浴の復活の方策検討と政策提案が望まれます。 

 

（３）ミッション 

「快適に水遊びができ、親しみやすく美しい「海」を取り戻す」という目標に近づくた

め、官民の異なる立場を相互理解し、PT活動期間中に実現できる目標設定を掲げて活動

を推進します。より具体的には、東京湾における海水浴の可能性検討や試行経験の交流

を行い、課題解決の検討や試行拡充の方策の検討をし、政策提案をします。 

 

（４）具体的な活動内容 

東京京湾奥の海水浴の必要性と事例紹介をホームページ、マスコミ等を通じて行うな

ど、啓発活動を行います。また、「現在の市民ニーズ」や「海水浴を可能にするうえでク

リアすべき事項の調査」・「これまでの試行経験の交流」などを通じて、課題解決の検討

や試行拡充の方策の検討をし、海水浴の可能性の検討と政策提案を行います。 

 

・海水浴を可能にするうえでの解決すべき事項の把握・検討（1年目） 

現在海水浴ができる場所の実態と問題点、遊泳禁止の場所の実態と海水浴を可能に

するうえでの解決すべき事項（海水浴場水質基準、管理体制、危険生物、遊泳禁止の

規制等）、海水浴復活のための努力・試行が続けられている場所の実態と問題点につい

て行政と共に把握・検討を行います。 

 

・東京湾奥のいくつかの地域での海水浴の復活に向けた方策検討と政策提案（2年目) 

上記に基づき、海水浴復活に向けた水質向上や安全管理、危険生物除去等の方策や

遊泳禁止規制の見直し条件を行政と共に検討し、政策提案を行います。 

 

・東京湾奥のいくつかの地域での海水浴復活を目指した試行充実の提案（3年目） 

海水浴復活を目指し、いくつかの場所で「水に触れる」、「泳ぐ」という試みを拡充

する政策提案を官民と共に行います。 

 

◆スケジュール予定 

2014年  海水浴復活の啓発の方策検討 

解決すべき事項の把握・検討 

2015年  海水浴復活の必要性の啓発普及 

海水浴復活の方策検討と政策提案 
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2016年 海水浴復活の必要性の啓発普及と試行拡充策の提案 

      東京湾奥のいくつかの場所での「水に触れる」、「泳ぐ」という試行活動を拡

充する政策提案 

 

（５）参加人数 

・10～20人程度 

・公募による自主的な参加が原則ですが、特に以下の方々には PT 長が呼びかけて参

加を促してください。 

・海水浴体験を実施している地域の官民の関係者（葛西海浜公園：NPO ふるさと東

京を考える実行委員会、東京都公園協会、東京都港湾局、江戸川区）（お台場海浜

公園：東京湾の環境を良くするために行動する会、青少年対策お台場地区委員会、

港区） 

・既に海水浴場を開設している地域の官民の関係者（横浜海の公園、いなげの浜） 

・海水浴場開設を検討している、又は海水浴の試行が期待される地域の官民の関係者

（大田区の大森ふるさとの浜辺公園、城南島海浜公園等） 

・東京都の主催した「葛西海浜公園西なぎさ海水浴に関する検討委員会」構成メンバ

ーや関係者(学識者、自治体) 

 

（６）フォーラムの運営への協力・寄与 

 PTは、企画運営委員会の承認のもとで活動をし、企画運営委員会に対して随時活動

報告を行っていただきます。同時に、PT長は企画運営委員会に加わり、フォーラムの

運営に寄与することとなります。企画運営委員会への参加にあたっては、フォーラム

の趣旨・目的が円滑に遂行できるように協力し、寄与する責務が生じることを十分に

理解してください。 

また、PT活動が、もしフォーラムの趣旨・目的や指示ミッションに違背する方向に

向かうときには、フォーラムの一員としての活動を停止し、説明責任を果たすととも

に、フォーラム内の PTとしての活動ではなく、それぞれのグループ・団体の独自活動

として独立して実施していただくことになります。 


